
峰山学園保幼小中一貫教育だより

【 令和６年１０月号 】

峰 山 学 園 教育目標 ：ふるさとを愛し、多様な人とつながりながら学び、探究し続ける子どもの育成
峰山学園目指す子ども像：◇主体的に学び続ける子ども ◇人を思いやり仲間と共に高め合える子ども

◇粘り強く挑戦し続ける子ども
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発行：峰山学園事務局 連絡先： 0772-62-0359 FAX ： 0772-62-7987

２学期の充実に向けて、各行事が繰り広げられています

残暑厳しかった夏もようやく終わりを告げ、秋の気配が漂う季節となりました。各園・小・中学校では
様々な取組や行事が繰り広げられています。こども園では運動会、小学校では運動会や修学旅行、中
学校では体育祭や体験学習に向けての活動等、子どもたちは力を発揮し、教育の充実期を迎えてい
ます。『実りの秋』にふさわしい活躍を随所で見ることができました。日常の取組と行事で付けた力を繋
ぎ、２学期が充実したものとなるよう今後も歩んでいきたいと思います。応援、よろしくお願いします。

１０月１日に「ＰＴＡ読み聞かせ交流会」があ
り、保護者による読み聞かせが行われまし
た。どの学年も真剣に聞き入っていました。

９月１７日に地域の中西さんにお世話になり、
５年生が「稲刈り」をしました。鎌で稲を刈り
進め、昔の手作業の大変さを体感しました。

９月１７日に「祖父母交流会」が行われ
ました。ぶんぶんゴマ作り、モルック、グ
ラウンドゴルフを一緒に楽しみました。

体育祭に向けて、各ブロックの練習、学年種目の練習に熱が入ります。スローガ
ン、目標達成に向けて３年生がリーダー性を発揮し、ブロックの動きを作っていま
す。雨天で順延となったため、１１日に実施します。本番の仕上がりが楽しみです。
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雨天の為、長岡地区大運動会は中止となり
９月２４日に学校独自の運動会が行われまし
た。どのチームもまとまり、力を発揮しました。

ゆうかり子ども園

１０月５日に３・４・５歳児の運動会が行われました。５歳児のオープ
ニングでは踊りと側転を披露。かけっこにリレー、チャレンジでは戸板
登り、竹馬、跳び箱等、元気いっぱいの雄姿を見せてくれました。

９月２１日に２・３・４・５歳児の運動会が行われました。５歳児
は力を合わせてバルーンを操作し「笑顔の花」を咲かせました。
また、チャレンジでは鉄棒に跳び箱、戸板登りに挑戦しました。



「ボランティア活動」で地域に貢献

＊日 時： １０月２２日（火） １０時２０分～ （雨天の場合は２４日に延期 峰中ＨＰで実施の有無を掲載）

＊集合場所： 各小学校（いさなご小・しんざん小・長岡小）、駅前にしがき第２駐車場（峰山小学校区）
ウッディいさなご（五箇地区）、丹波小学校（丹波地区）

＊活動場所： 校区のゴミ拾い、峰山小学校はゆめサンサンロードの「花いっぱい運動」

☆地域の皆さんにも参加していただけるとありがたいです。一緒に活動しましょう！！

大型オセロ作りをしました。高齢者、幼
児が楽しむためのグッズです。

峰山学園学校運営協議会の協議の中で「児童生徒がボランティア活動を行うことは、自分の力が社
会に役立つことを経験を踏まえて実感でき、地域と人との繋がりもその中で生まれ、自己有用感を育む
ことにもつながるのではないか。」というご意見を頂き、社会福祉協議会と連携し、ボランティア活動に
参加できる児童生徒が取組を進めています。小学生は親子で参加いただくなど、徐々に活動の内容も
広がってきています。９月１４日には１学期に引き続き、募金箱や大型オセロ作りを行いました。

８月１１日に荒山区の「納涼祭」のオープニングに吹奏楽部が
出演し、納涼祭を盛り上げました。荒山区の皆さんから大き
な拍手が送られました。

峰山学園の「クリーンキャンペーン」を行います

８月１１日にコロナ以来の開催となる「夜の市」のテント立てを手伝いました。暑い中でしたが、黙々と作業に励む中学生の姿が爽やか
でした。「夜の市実行委員会」の方にも喜んでいただきました。

９月２９日に長岡小学校で、ＰＴＡ家庭教育委員会主催「親
子で楽しく峰山中学校吹奏楽部演奏会」に出演し様々な曲
を披露しました。長岡小学校の校歌も演奏しました。

赤い羽根共同募金の箱を組み立て、思い思いの飾り
を付けました。子どもたちの発想の豊かさが素敵です。

６月には「ゆめサンサンロードの草抜
き」をボラ連の方々と一緒にしました。

中学生のパワーを地域に発信！！

峰山中学校の生徒が、町内のイベントにボランティアとして参加したり、地域や学校の行事に参加
したりして、中学生の力を地域に発信しました。中学生の様子を知っていただく良い機会となりました。
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